
（２） ２００２．７．１

　

介
護
保
険
で
受
け
ら
れ
る
介
護
サ
ー

ビ
ス
は
、
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
、
自
立

し
た
生
活
を
支
え
る
た
め
の
居
宅
サ
ー

ビ
ス
と
施
設
に
入
所
す
る
施
設
サ
ー
ビ

ス
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
際

の
費
用
の
１
割
は
利
用
者
が
負
担
し
、

残
り
９
割
は
保
険
か
ら
給
付
さ
れ
ま

す
。
こ
の
９
割
分
と
審
査
支
払
手
数
料

社会全体で支え合う介護保険�社会全体で支え合う介護保険�社会全体で支え合う介護保険�
介
護
保

介
護
保
険
料
険
料
の
納
入
に
ご
理
解

ご
理
解
を�

介
護
保
険
料
の
納
入
に
ご
理
解
を�

　

介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
る
介
護
保
険
制
度
も
３
年
目
に
入
り
ま
し
た
。

介
護
を
必
要
と
さ
れ
る
方
へ
給
付
さ
れ
る
保
険
給
付
費
の
財
源
の
約
半
分

は
被
保
険
者
の
方
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
料
で
賄
っ
て
い
ま
す
。
制

度
を
運
営
す
る
大
切
な
保
険
料
の
納
入
に
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
高
齢
者
介
護
課
（
11
７
２
１
・
３
１
１
０
）
へ
。

平

成　

年

度

予

算

１４

等
の
費
用
は
、
公
費
と
し
て
国
が　

・
２２

　

％
、
東
京
都
と
町
田
市
が
そ
れ
ぞ
れ

６７
　

・
５
％
を
負
担
し
、
残
り　

・　

％

１２

５２

３３

を
保
険
料
で
賄
い
ま
す
。
保
険
料
の
内

訳
は
第
１
号
被
保
険
者
が　

・　

％
、

１９

３３

第
２
号
被
保
険
者
が　

％
で
す
。

３３

　

市
の
平
成　

年
度
当
初
予
算
の
保
険

１４

給
付
費
の
総
額
は
１
２
７
億
６
２
８
４

万
８
千
円
で
す
。
内
訳
は
、
居
宅
サ
ー

ビ
ス
費　

億
８
３
１
４
万
４
千
円
、
施

５３

設
サ
ー
ビ
ス
費　

億
８
０
２
８
万
３
千

７２

円
、
審
査
支
払
手
数
料
等
９
９
４
２
万

１
千
円
で
す
＝
表
１
。

　

第
１
号
被
保
険
者
の
方
の
保
険
料
は

前
年
分
の
合
計
所
得
金
額
及
び
市
民
税

課
税
状
況
を
基
に
賦
課
さ
れ
ま
す
。

　

普
通
徴
収
の
方
へ
は
納
入
通
知
書
兼

決
定
通
知
書
を
、
特
別
徴
収
の
方
へ
は

特
別
徴
収
決
定
通
知
書
を
今
月
１
日
に

送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
国
の
特
別
対
策
と
し
て
の
保

険
料
軽
減
の
特
例
措
置
は
平
成　

年
度

１３

で
終
了
し
ま
し
た
の
で
、
平
成　

年
度

１４

は
本
来
の
額
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
＝
表
２
。

　

普
通
徴
収
の
方
は
、
納
付
書
に
よ
り

７
月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で
の
８
期
に
分

け
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
納
め
る

と
こ
ろ
は
納
付
書
裏
面
に
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
普
通
徴
収
の
方
で
、

す
で
に
口
座
振
替
の
登
録
を
さ
れ
て
い

る
方
は
、
引
き
続
き
指
定
口
座
か
ら
引

き
落
と
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
口
座
振
替
用
の
通
知
書
を
送
付

し
ま
す
。

　

特
別
徴
収
の
方
は
、
年
額
保
険
料
を

４
月
・
６
月
・
８
月
・　

月
・　

月
・

１０

１２

２
月
に
支
給
さ
れ
る
年
金
か
ら
６
回
に

分
け
て
特
別
徴
収
（
天
引
き
）
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
た
だ
し
、
４
月
・
６

月
・
８
月
の
３
回
は
平
成　

年
度
の
２

１３

月
と
同
額
を
特
別
徴
収
（
こ
れ
を
仮
徴

収
と
い
い
ま
す
）
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

残
り
の
額
を　

月
・　

月
・
２
月
の
３

１０

１２

回
に
分
け
て
特
別
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

保
険
料
の
賦
課
方
法

　

第
１
号
被
保
険
者
の
方
の
介
護
保
険

料
は
４
月
１
日
現
在
の
賦
課
期
日
で
賦

課
さ
れ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

年
の
途
中
で　

歳
に
到
達
し
た
り
、

６５

　

歳
以
上
の
方
が
他
市
町
村
か
ら
転
入

６５し
た
場
合
、
ま
た
、
死
亡
や
他
市
町
村

へ
転
出
し
た
場
合
等
は
、
月
割
り
で
賦

課
さ
れ
ま
す
。月
割
り
計
算
し
た
結
果
、

納
め
過
ぎ
が
あ
る
場
合
は
、
還
付
通
知

書
を
送
付
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
中
に　

歳
に
な
る
方
の

１４

６５

保
険
料
は
、
誕
生
日
の
前
日
が
属
す
る

月
の
前
月
分
ま
で
は
第
２
号
被
保
険
者

と
し
て
、
誕
生
日
の
前
日
が
属
す
る
月

か
ら
は
第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
そ
れ

ぞ
れ
月
割
り
で
計
算
さ
れ
ま
す
。
第
２

号
被
保
険
者
と
し
て
の
保
険
料
は
、
加

入
し
て
い
る
医
療
保
険
に
上
乗
せ
し
て

納
め
ま
す
が
、
月
割
り
計
算
し
た
保
険

料
を
平
成　

年
度
の
１
年
間
で
徴
収
す

１４

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
国
民
健

康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、
医

療
分
と
合
算
し
て
い
る
た
め
、
国
民
健

康
保
険
税
の
納
期
限
（
７
月
か
ら
翌
年

２
月
ま
で
の
８
回
）
に
分
け
て
お
支
払

い
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

平

成　

年

度

介

護

１４

保
険
料
納
入
通
知
書

お

送

り

し

ま

す

　

歳

に

な

る

方

へ

６５
表２　　 　　　　　　　平成１４年度納期別介護保険料（第１号被保険者）　　　　　　 　　　単位：円

３月２月１月１２月１１月１０月９月８月７月６月５月４月納め方年額保険料要    件

２，４００２，４００２，４００２，４００２，４００２，４００２，４００３，０００普通徴収
１９，８００

生活保護受給者。
老齢福祉年金受
給者で世帯全員
が市民税非課税

第
１
段
階 ３，３００３，３００３，３００３，３００３，３００３，３００特別徴収

３，７００３，７００３，７００３，７００３，７００３，７００３，７００３，８００普通徴収
２９，７００世帯全員が

市民税非課税

第
２
段
階 ４，９００４，９００４，９００５，０００５，０００５，０００特別徴収

４，９００４，９００４，９００４，９００４，９００４，９００４，９００５，３００普通徴収
３９，６００本人が

市民税非課税

第
３
段
階 ６，６００６，６００６，６００６，６００６，６００６，６００特別徴収

６，１００６，１００６，１００６，１００６，１００６，１００６，１００６，８００普通徴収
４９，５００

市民税課税で前
年の合計所得金
額が２５０万円未
満

第
４
段
階 ８，３００８，３００８，３００８，２００８，２００８，２００特別徴収

７，４００７，４００７，４００７，４００７，４００７，４００７，４００７，６００普通徴収
５９，４００

市民税課税で前
年の合計所得金
額が２５０万円以
上

第
５
段
階 ９，９００９，９００９，９００９，９００９，９００９，９００特別徴収

※特別徴収は、平成１３年度と同じ段階の場合この表が適用されます。

表１　　　　　平成１４年度　保険給付費負担割合（総額１２７億６２８４万８千円）　　 単位：千円

公　　　費保　険　料

町田市都国・調整交付金国第２号被保険者第１号被保険者

１２．５０％１２．５０％２．６７％２０．００％３３．００％１９．３３％割　合

１,５９５,３５６１,５９５,３５６３４０,７６８２,５５２,５７０４,２１１,７４０２,４６７,０５８負担額

※財政安定化基金拠出金等を除く（第１号被保険者は延滞金・過料等含む）。

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
、
地
震
等
の
災

害
の
対
策
は
万
全
で
す
か
。
市
で
は

高
齢
者
の
世
帯
に
対
し
、
地
震
等
に

よ
り
転
倒
が
予
想
さ
れ
る
家
具
に
つ

い
て
転
倒
防
止
金
具
等
を
取
り
付
け

る
こ
と
に
よ
り
高
齢
者
の
生
命
及
び

財
産
を
守
る
事
業
を
始
め
ま
し
た
。

　

取
付
け
申
請
が
で
き
る
高
齢
者
の

対
象
世
帯
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・　

歳
以
上
の
高
齢
者
で
、
一
人
暮

６５
ら
し
の
世
帯
の
方

・　

歳
以
上
の
親
族
２
人
以
上
で
構

６０
成
さ
れ
て
い
る
世
帯
。
た
だ
し
、
世

帯
の
全
員
が
金
具
等
を
取
り
付
け
で

き
な
い
場
合

・
市
長
が
必
要
と
認
め
た
世
帯

◇

　

申
請
は
地
域
の
高
齢
者
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
本
庁
舎
２
階
の

高
齢
者
介
護
課
の
窓
口
へ
。
申
請
す

る
と
市
の
委
託
業
者
が
ご
自
宅
を
訪

問
し
ま
す
。
取
付
金
具
等
は
寝
室
を

中
心
に
家
具
１
台
に
２
個
ま
で
、
家

具
の
台
数
は
最
大
５
台
ま
で
で
す
。

お
部
屋
の
構
造
に
よ
り
、
取
付
が
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

自
己
所
有
以
外
の
住
宅
の
場
合

（
借
家
、
ア
パ
ー
ト
、
公
営
住
宅
等
）

は
申
請
時
に
管
理
者
・
所
有
者
か
ら

の
承
諾
が
必
要
で
す
。

　

取
付
け
工
事
代
金
の
費
用
は
市
が

負
担
し
ま
す
。
た
だ
し
、
金
具
等
及

び
補
助
材
代
金
は
申
請
者
の
負
担

と
な
り
ま
す
。

□問
 

高
齢
者
介
護
課
11
７
２
４
・
２
１

４
０

　

７
月
１
日
、
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
榛
名

坂
」
が
開
設
し
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
市
内
で　

番
目

４０

の
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
な
り
ま

す
。
所
在
地
は
金
井
三
丁
目　

番
地

２０

１
、
運
営
は
N
P
O
法
人
「
明
る
い

老
後
を
考
え
る
会
」
が
行
い
ま
す
。

　

主
な
事
業
は
、
介
護
保
険
に
よ
る

通
所
介
護
事
業
（
送
迎
、
生
活
リ
ハ

ビ
リ
、
趣
味
活
動
、
食
事
な
ど
）
で
、

心
身
機
能
の
維
持
、
仲
間
づ
く
り
及

び
家
族
介
護
者
の
負
担
の
軽
減
等
の

お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
ま
た
、
一

部
、
介
護
保
険
で
非
該
当
（
＝
自
立
）

と
認
定
さ
れ
た
方
も
利
用
で
き
ま

す
。
利
用
時
間
は
、
月
〜
金
曜
日
の

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時　

分
ま

１５

１５

で
。
一
日
の
利
用
定
員
は　

人
程
度

１５

で
す
。

□問
 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
榛
名
坂
11
７
３
７

・
７
１
３
１
、
ま
た
は
高
齢
者
介
護

課
11
７
２
１
・
３
１
３
６

家家家家家家家家家家家家家家家家家
具具具具具具具具具具具具具具具具具
転転転転転転転転転転転転転転転転転
倒倒倒倒倒倒倒倒倒倒倒倒倒倒倒倒倒
防防防防防防防防防防防防防防防防防
止止止止止止止止止止止止止止止止止
金金金金金金金金金金金金金金金金金
具具具具具具具具具具具具具具具具具
等等等等等等等等等等等等等等等等等
取取取取取取取取取取取取取取取取取
付付付付付付付付付付付付付付付付付

事事事事事事事事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業業業業業業業業
ががががががががががががががががが
ススススススススススススススススス
タタタタタタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトトトトトトトトト
ししししししししししししししししし
ままままままままままままままままま
ししししししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたたたたた

今
日
・
７
月
１
日
オ
ー
プ
ン

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
榛
名
坂

便便便便便便便便便便便便便便便便
利利利利利利利利利利利利利利利利
なななななななななななななななな
口口口口口口口口口口口口口口口口
座座座座座座座座座座座座座座座座
振振振振振振振振振振振振振振振振
替替替替替替替替替替替替替替替替

便
利
な
口
座
振
替

のののののののののののののののの

ごごごごごごごごごごごごごごごご

利利利利利利利利利利利利利利利利

用用用用用用用用用用用用用用用用

をををををををををををををををを

の

ご

利

用

を

　

口
座
振
替
は
、
ご
指
定
の
金
融
口

座
か
ら
各
納
期
日
に
保
険
料
を
自
動

引
き
落
と
し
す
る
制
度
で
す
。
金
融

機
関
へ
出
掛
け
る
手
間
や
、
納
め
忘

れ
が
無
く
大
変
便
利
で
す
の
で
、
普

通
徴
収
の
方
は
是
非
ご
利
用
下
さ
い
。

「
口
座
振
替
依
頼
書
」
は
納
入
通
知

書
に
同
封
し
て
あ
り
ま
す
。
な
お
、

口
座
振
替
開
始
期
以
前
の
保
険
料

は
、
口
座
振
替
の
お
取
り
扱
い
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
お
送
り
し
た
納
入

通
知
書
に
よ
り
、
お
近
く
の
金
融
機

関
で
お
支
払
い
下
さ
い
。

納
付
推
進
員
が

伺
っ
て
い
ま
す

　

介
護
保
険
料
納
付
推
進
員
（
身

分
証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
）

が
保
険
料
の
未
納
者
宅
を
戸
別
訪

問
し
て
、
介
護
保
険
制
度
の
説
明

を
し
、
保
険
料
納
付
に
つ
い
て
の

ご
理
解
を
求
め
て
い
ま
す
。
未
納

が
一
定
期
間
継
続
し
ま
す
と
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
際
、
給
付

制
限
等
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。
災
害
等

で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
は
、
納
期
限
内
に
高
齢
者

介
護
課
に
ご
相
談
下
さ
い
。


